
（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00164

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画センター施設管理事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和６２年度 改正
内容

吹田市立男女共同参画センター条例
直 近 の 改 正 平成１４年度

根拠法令等 男女共同参画基本法、吹田市男女共同参画条例、吹田市立男女共同参画センター条例

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 60

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民および事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

市民および事業者へ自主的な活動の場を提供することで、男女共同参画の推進を図る。

　結果
（どのような効果が得られるのか）

地域での学び、社会参加の促進及び男女共同参画の推進。

事業概要

　使用を希望する団体は、使用日の３か月前の日が属する月の初日から、使用日までに「男女共同参画センター使用許可申請書」に使用料
を添えて申し込む。用途に応じて、１０室（研修室１、研修室２、視聴覚室、第１会議室、第２会議室、生活科学室、実技研修室、和室、工芸
室、実験室）の貸室がある。
　男女共同参画の推進に関する活動等を当センターを拠点として行う団体・グループに対し、ロッカーの貸出しや印刷機使用等の支援を行っ
ている。また、グループ間の交流や情報交換を促進するための取組みを実施している。
　施設の維持管理に必要な清掃・保安警備・電気機械等設備保守・環境衛生管理等については業者委託し、良好な環境の維持に努めてい
る。

H28事業別
予算コード

会計 01 款 02 項 01 目 24 大事業 04 中事業 01 小事業 01

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 24,136 24,964 26,541 25,552 57,050

　  人件費
職員数 人 1.30 1.30 1.30 1.30 1.30

総額 （B) 千円 10,858 10,451 10,621 10,270 10,468

総事業費（Ａ＋Ｂ） 34,994 35,415 37,162 35,822 67,518

特定財源（Ｃ） 3,751 3,355 3,751 3,130 3,355

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

3,355

市負担（Ｄ） 31,243 32,060 33,411 32,692 64,163

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 31,243 32,060 33,411

3,130その他 3,751 3,355 3,751

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

32,692 64,163

財源計（Ｃ＋Ｄ） 34,994 35,415 37,162 35,822 67,518

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

双葉化学商会、京阪環境サービス他

主な委託内容 清掃、保安警備他　計１６業務

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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整
備

２　評価の指標等

事業番号 00164

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

開館日に対する利用件数
目標値 （単位：件） 10,290.00 10,320.00 10,290.00

実績値 （単位：件） 3,824.00 3,843.00

達成度(%) 37.2 37.2

目標値
の積算
方法

年間開館日数×１０室×３区分（午前・午
後・夜間）（平成２７年度　３４３日、平成２８
年度　３４４日、平成２９年度３４３日）

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 9.26 9.41

一般財源（単位：千円） 8.38 8.60

②

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00

目標値
の積算
方法

0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

目標値 （単位：）

②

指標
内容

目標値

0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

団体・グループの活動が促進され、交流や情報交換が深まることで、男女共同
参画社会の実現をはかる。

達成
状況

男女共同参画社会形成の実現を推進する。

    終期の設定

評価の説明

　施設の維持管理に関しては業務委託を行っている。男女共同参画を推進する施設として設置されている当
センターにおいては、単なる貸室としての利用のみならず、当センターを利用する団体・グループ間の交流や
情報交換の場として、発展してきた経緯がある。当施設は建設から３０年近く経過しており、年次的な修繕が
必要になってきている。平成２８年度にはＷリボン等掲揚台の設置工事や空調機の修繕、防犯カメラの修繕
等を行った。
　平成２６年度から、従来休館日だった月曜日を開館したことにより利用件数や使用料収入は増えたが、今
後さらなる周知が必要と考えている。
　今後も利用者の多様なニーズに対応し、男女がともに活躍できる場を提供することに主眼を置いた運営を
目指しつつ、効果的な事業のあり方を検討していく必要があると考える。
　市民の社会参画を促進し、男女共同参画の推進をめざす市民活動・交流を支援するために、施設利用の
有効性や持続可能性のさらなる研究を進めていく。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要
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事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 00164 事業名 男女共同参画センター施設管理事業 事業区分 内部管理

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

20

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

16

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　b．事業の目的と受益者は概ね一致している。（3点） 3

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

18

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ｂ．事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる。（3点） 3

（４）
公平性
（20点）

0

①サービスの対象範囲は適正ですか。

※答えをプルダウンメニューで選択してください。

②サービスの水準は適正ですか。

※答えをプルダウンメニューで選択してください。

③適正な受益者負担を求めていますか。

※答えをプルダウンメニューで選択してください。

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

※答えをプルダウンメニューで選択してください。

16

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ｂ．事業費は増大するが、市負担は増大しない見込みである。（3点） 3

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 87

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 00164

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

　男女共同参画を推進する拠点施設として、貸館等で市民グループの活動支援を行うことができ、また情報
提供の場としても、多くの市民に利用されている。
　施設の維持管理の面では、昭和62年の開館から30年近くが経過しており、年次的な修繕の必要が出てき
ている。施設管理のうち、警備・清掃・消防設備点検等については業務委託しているが、貸館業務は直営で
実施しているため、財務諸表では給与関係費の割合が大きくなっている。また、男女共同参画センターの老
朽化比率は平成27年度は前年度比2ポイント増で、維持補修費は前年度比約1.6倍の増加となっており、今
後も老朽化の進行による施設維持補修費の増加が予測される。

0
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（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00165

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画センター運営事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和６２年度 改正
内容

男女共同参画センター条例
直 近 の 改 正 平成１４年度

根拠法令等 男女共同参画基本法、男女共同参画推進条例、男女共同参画センター条例、男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 20

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民、事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

多くの市民、事業者にとって利用しやすい施設にする

　結果
（どのような効果が得られるのか）

男女共同参画社会の推進

事業概要
男女共同参画センター運営審議会の開催及び男女共同参画のための意識啓発講座、社会参加促進支援講座等の講座や講演会の企画等
のための非常勤職員を任用することにより、男女共同参画社会を推進する。

H28事業別
予算コード

会計 01 款 02 項 01 目 24 大事業 05 中事業 01 小事業 01

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 17,682 17,519 18,508 18,407 19,408

　  人件費
職員数 人 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50

総額 （B) 千円 4,176 4,020 4,085 3,950 4,026

総事業費（Ａ＋Ｂ） 21,858 21,539 22,593 22,357 23,434

特定財源（Ｃ） 74 69 79 58 65

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

65

市負担（Ｄ） 21,784 21,470 22,514 22,299 23,369

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 21,784 21,470 22,514

58その他 74 69 79

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

22,299 23,369

財源計（Ｃ＋Ｄ） 21,858 21,539 22,593 22,357 23,434

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容



2 1 40401002

男
女
共
同
参
画
に
向
け
て
の
意
識
改
革

２　評価の指標等

事業番号 00165

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

②

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00

目標値
の積算
方法

0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

目標値 （単位：）

②

指標
内容

目標値

0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

男女共同参画センター運営審議会の開催、講座の企画等のための非常勤職員
の任用等

目標

男女共同参画社会の推進

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

男女共同参画センターの円滑な運営

達成
状況

審議会での審議がフィードバックされた形のセン
ターの円滑な運営及び効果的な事業の推進

    終期の設定

評価の説明

男女共同参画センター運営審議会の開催、講座の企画等のための非常勤職員を任用することにより、男女
共同参画社会を推進する。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要
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点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 00165 事業名 男女共同参画センター運営事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

18

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ｂ．市が関与すべき事業であるが、その範囲や担い手には民間委託など検討の余地がある。（3点） 3

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

20

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

18

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ｂ．特定の者を対象としているが、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（3点） 3

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

14

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ｃ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は高い。もしくは比較・分析までできていない。（1点） 1

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 88

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 00165

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

運営審議会は男女共同参画センターの事業運営に関して行政外部から意見を聞く場であり、市民の声を反
映した運営を進めていくためには今後も継続していく必要があると考える。事業を担っている非常勤職員に
関しては、専門知識を活かしながら常に情報を収集し、多様な市民ニーズを取り入れた講座の企画、運営や
情報提供等を行っている。また、臨時雇用員については、貸館、庶務・経理、主催講座、情報ライブラリー補
助業務等、幅広い業務に携わってもらうことで効率よく運用している。
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妥当性 

有効性 

効率性 公平性 

持続可能性 



（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00166

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画センター主催講座等事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和６２年度 改正
内容

男女共同参画センター条例
直 近 の 改 正 平成１４年度

根拠法令等 男女共同参画基本法、男女共同参画推進条例、男女共同参画センター条例、男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 60

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民

　目標
（どういう状態にしたいのか）

男女共同参画社会の推進のための意識啓発及び社会参加を促進する

　結果
（どのような効果が得られるのか）

男女共同参画社会の推進

事業概要
男女共同参画を推進する視点に立って、意識啓発講座、社会参加促進支援講座等の講座を開催するほか、男女共同参画推進員の養成講
座を実施した。男女共同参画推進員として講座の企画、運営等を職員と協働で行うことで更なる人材育成を図る。

H28事業別
予算コード

会計 01 款 02 項 01 目 24 大事業 05 中事業 02 小事業 01

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 3,468 3,137 3,468 2,911 3,424

　  人件費
職員数 人 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00

総額 （B) 千円 16,704 16,078 16,340 15,800 16,104

総事業費（Ａ＋Ｂ） 20,172 19,215 19,808 18,711 19,528

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 20,172 19,215 19,808 18,711 19,528

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 20,172 19,215 19,808

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

18,711 19,528

財源計（Ｃ＋Ｄ） 20,172 19,215 19,808 18,711 19,528

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00166

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

開催講座等回数
目標値 （単位：回） 125.00 136.00 144.00

実績値 （単位：回） 153.00 147.00

達成度(%) 122.4 108.1

目標値
の積算
方法

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 125.59 130.96

一般財源（単位：千円） 125.59 130.96

②

指標
内容

開催講座等受講許可者数
目標値 （単位：人） 2,769.00 3,815.00

目標値
の積算
方法

4,501.00

実績値 （単位：人） 5,355.00 4,707.00

達成度(%) 193.4 123.4

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 3.59 4.09

一般財源（単位：千円） 3.59 4.09

開催講座等応募者数
目標値 （単位：人）

②

指標
内容

目標値

3,011.00 4,000.00 4,633.00

実績値 （単位：人） 5,544.00 4,852.00

達成度(%) 184.1 121.3

目標値
の積算
方法

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 3.47 3.97

一般財源（単位：千円） 3.47 3.97

（単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

主催講座等の実施

目標

男女共同参画社会の実現

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

参加したことで意識が変わること及び社会参加しようとすること

達成
状況

男女共同参画社会の推進

    終期の設定

評価の説明

男女共同参画を推進する視点に立って、意識啓発や、社会参加促進支援講座等の課題解決に向けた多様
な講座を開催し、性別にとらわれることなく主体的に選択し行動するための支援を行ってきた。今後も現代社
会において男女問わずいろいろな場面で生き辛さを抱えている人々に新たな気づきの機会を提供する必要
がある。また、男女共同参画推進員を養成し、職員とともに講座の企画、運営等で活動することでさらに人材
育成を図り、男女共同参画社会の実現を目指す。（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要
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事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 00166 事業名 男女共同参画センター主催講座等事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

18

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ｂ．市が関与すべき事業であるが、その範囲や担い手には民間委託など検討の余地がある。（3点） 3

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

18

①単位当たりコストは適正ですか。

　ｂ．単位当たりコストは概ね適正であるが、改善の余地がある。（3点） 3

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 92

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 00166

課題解決のきっかけとすることが主たる目的となる講座に関して、応募者数の多いものについては、複数回同じテーマで開講するなど、市民目
線に立った講座運営を心がけている。

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

男女共同参画を推進する拠点施設として、意識啓発や課題解決に向けた多様な講座を開催し、性別にとら
われることなく主体的に選択し行動するための支援を行ってきた。今後も、現代社会において男女問わずい
ろいろな場面で生き辛さを抱えている人々に新たな気づきの機会を提供していくとともに、男女共同参画推
進員の養成等、広く人材を育成し、職員とともに講座の企画、運営等で活動することでさらに人材育成を図
り、男女共同参画社会の実現を目指してさらに取組みを進めていく必要があると考える。
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（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00167

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画センター保育事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和６２年度 改正
内容

男女共同参画センター条例
直 近 の 改 正 平成１４年度

根拠法令等 男女共同参画基本法、男女共同参画推進条例、男女共同参画センター条例、男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 60

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 保育スタッフを目指す市民及び保育を希望する市民

　目標
（どういう状態にしたいのか）

保育スタッフの育成と保育事業の充実

　結果
（どのような効果が得られるのか）

保育スタッフとして活動することによる社会参加の促進

事業概要
男女共同参画の推進のため、地域で活動する保育ボランティアを養成する講座を実施しており、その修了生が男女共同参画推進員となり、
当センター主催講座の保育を担うとともに、必要な保育技術の習得や、資質の向上を目的として研修を実施するなど、人材の育成を行ってい
る。また、主催講座や男女共同参画推進員活動に保育をつけることによって、女性の社会進出がさらに促進されるよう努めている。

H28事業別
予算コード

会計 01 款 02 項 01 目 24 大事業 05 中事業 02 小事業 02

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 979 1,051 1,403 1,030 1,492

　  人件費
職員数 人 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30

総額 （B) 千円 2,506 2,412 2,451 2,370 2,416

総事業費（Ａ＋Ｂ） 3,485 3,463 3,854 3,400 3,908

特定財源（Ｃ） 0 14 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 3,485 3,449 3,854 3,400 3,908

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 3,485 3,449 3,854

0その他 0 14 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

3,400 3,908

財源計（Ｃ＋Ｄ） 3,485 3,463 3,854 3,400 3,908

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00167

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

保育スタッフ登録者数
目標値 （単位：人） 128.00 110.00 92.00

実績値 （単位：人） 86.00 95.00

達成度(%) 67.2 86.4

目標値
の積算
方法

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 40.27 36.64

一般財源（単位：千円） 40.10 36.64

②

指標
内容

保育スタッフ活動回数
目標値 （単位：回） 189.00 225.00

目標値
の積算
方法

256.00

実績値 （単位：回） 249.00 220.00

達成度(%) 131.7 97.8

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 13.91 15.82

一般財源（単位：千円） 13.85 15.82

保育スタッフ活動人数
目標値 （単位：人）

②

指標
内容

保育付き講座のうち保育を実施した講座の
割合 目標値

776.00 787.00 767.00

実績値 （単位：人） 797.00 625.00

達成度(%) 102.7 79.4

目標値
の積算
方法

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 4.35 5.57

一般財源（単位：千円） 4.33 5.57

（単位：％） 100.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 98.80 100.00

達成度(%) 98.8 100.0

目標値
の積算
方法

前年度実績

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 35.05 34.81

一般財源（単位：千円） 34.91 34.81

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

他施設の事業との関係も考慮しながら、当センターや地域での保育付事業の拡大を図る。
また、主催講座や男女共同参画推進員活動に保育をつけることによって、女性の社会進出がさらに促進され
るよう努める。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 00167 事業名 男女共同参画センター保育事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

16

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ｂ．市が関与すべき事業であるが、その範囲や担い手には民間委託など検討の余地がある。（3点） 3

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ｂ．施策や政策課題の推進にとって、効果のある事業である。（3点） 3

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

18

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ｂ．他の事業・取組との連携を検討をしている。（3点） 3

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

16

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ｂ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準はやや高い。（3点） 3

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 88

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 00167

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

本事業は子育て中の女性の社会参画が男女共同参画社会の推進に寄与することから、男女共同参画セン
ターで活動する男女共同参画推進員（保育スタッフ）を養成するだけではなく、地域における保育ニーズに対
応できる人材を育成していくことも目的としている。多様化する保育ニーズに的確に対応していくため、今以
上に活躍の場を開拓し、他部署との連携も進めていく必要があると考える。

0

5

10

15

20
妥当性 

有効性 

効率性 公平性 

持続可能性 



（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00168

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画センター事業者向け研修会等事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和６２年度 改正
内容

男女共同参画センター条例
直 近 の 改 正 平成１４年度

根拠法令等 男女共同参画基本法、男女共同参画推進条例、男女共同参画センター条例、男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 32

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

就労における男女共同参画の推進

　結果
（どのような効果が得られるのか）

女と男が人間らしくゆとりをもって暮らす

事業概要
職場における男女共同参画の実現のため、育児介護休業法などの制度の周知、キャリア教育、ダイバーシティなどの啓発、研修会を実施
するなどして、事業者に積極的に働きかける。

H28事業別 
予算コード

会計 01 款 02 項 01 目 24 大事業 05 中事業 02 小事業 03

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 30 60 87 108 87

　  人件費
職員数 人 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

総額 （B) 千円 836 804 817 790 806

総事業費（Ａ＋Ｂ） 866 864 904 898 893

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 866 864 904 898 893

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 866 864 904

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

898 893

財源計（Ｃ＋Ｄ） 866 864 904 898 893

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00168

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度 
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

研修会の開催回数
目標値 （単位：回） 1.00 2.00 2.00

実績値 （単位：回） 2.00 2.00

達成度(%) 200.0 100.0

目標値
の積算
方法

前回実績開催回数

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 432.00 462.50

一般財源（単位：千円） 432.00 462.50

②

指標
内容

研修会の参加者数
目標値 （単位：人） 43.00 79.00

目標値
の積算
方法

95.00

実績値 （単位：人） 129.00 115.00

達成度(%) 300.0 145.6

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 6.70 8.04

一般財源（単位：千円） 6.70 8.04

育児休業制度の利用があった事業所
目標値 （単位：％）

②

指標
内容

介護休業制度の利用があった事業所
目標値 （単位：％）

20.00 20.00 20.00

実績値 （単位：％） 7.80 7.80

達成度(%) 39.0 39.0

目標値
の積算
方法

吹田市労働事情調査（３年に１回実施）をも
とに今後の増加を目指し設定 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 110.77 118.59

一般財源（単位：千円） 110.77 118.59

10.00 10.00 10.00

実績値 （単位：％） 0.50 0.50

達成度(%) 5.0 5.0

目標値
の積算
方法

吹田市労働事情調査（３年に１回実施）をも
とに今後の増加を目指し設定 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 1,728.00 1,850.00

一般財源（単位：千円） 1,728.00 1,850.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

実施する事業所を増やす必要があり、事業所への出前講座と合わせて、全事業所に行き渡るより効果的
な啓発方法を検討する必要がある。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）

 拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 00168 事業名 男女共同参画センター事業者向け研修会等事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

20

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

14

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ｂ．迅速なサービス提供のための取組について検討している。（3点） 3

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ｂ．他の事業・取組との連携を検討をしている。（3点） 3

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ｂ．事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる。（3点） 3

（４）
公平性
（20点）

18

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ｂ．特定の者を対象としているが、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（3点） 3

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点）

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点）

88 　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 00168

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

職場における男女共同参画の実現のため、就労環境の改善や意識啓発のための研修を推進し、吹田商
工会議所とも連携して、育児休業法などの制度の周知、キャリア教育、ダイバーシティなどの研修の実施を
事業者に積極的に働きかける必要があると考える。評価は高いが、開催方法等については関係部署と検
討の必要がある。
なお、今後は実施回数や実施形態について、柔軟に対応できるよう主催講座等事業に統合して実施する。
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有効性 

効率性 公平性 

持続可能性 



（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00169

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画センター調査研究事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和６２年度 改正
内容

吹田市立男女共同参画センター条例
直 近 の 改 正 平成１４年度

根拠法令等 男女共同参画基本法、吹田男女共同参画推進条例、吹田市立男女共同参画センター条例、男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 20

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民

　目標
（どういう状態にしたいのか）

調査研究を通した課題解決とその他事業の目標の明確化

　結果
（どのような効果が得られるのか）

男女共同参画の推進のためのニーズの掘り起こしと事業へのフィードバックにより施策の推進を図る。

事業概要
男女共同参画を推進するための課題を調査、研究し、事業にフィードバックする。

H28事業別
予算コード

会計 01 款 02 項 01 目 24 大事業 05 中事業 02 小事業 04

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 300 300 126 93 300

　  人件費
職員数 人 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

総額 （B) 千円 836 804 817 790 806

総事業費（Ａ＋Ｂ） 1,136 1,104 943 883 1,106

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 1,136 1,104 943 883 1,106

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 1,136 1,104 943

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

883 1,106

財源計（Ｃ＋Ｄ） 1,136 1,104 943 883 1,106

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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改
革

２　評価の指標等

事業番号 00169

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

②

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00

目標値
の積算
方法

0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

センターの利用者の満足度
目標値 （単位：％）

②

指標
内容

目標値

0.00 80.00 0.00

実績値 （単位：％） 0.00 82.10

達成度(%) 0.0 102.6

目標値
の積算
方法

相談を利用した市民が満足した割合（満足
した者÷電話相談以外の相談利用者のうち
アンケート回答者）×１００を目標値とする。

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 11.08

一般財源（単位：千円） 0.00 11.08

（単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

男女共同参画社会を推進するための課題について調査研究を行う。

目標

男女共同参画社会の実現

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

事業にフィードバックすること。調査研究の内容は固定していないため、成果内
容の目標値の積算方法は調査研究ごとに変わる。平成２７年度は相談事業の
調査研究だったため、指標を設定した。 達成

状況

本来数値で指標を示すことが困難ではあるが、調
査研究で得た課題や市民ニーズを事業に反映す
るよう努めている。

    終期の設定

評価の説明

　平成１４年に男女共同参画センターとなってから平成２４年度までは５年に１度、大規模な市民アンケートを
実施し、調査結果を市民スタッフとともに分析し報告書を作成する方法で行ってきたが、人材育成に時間と費
用がかかることと男女共同参画室で５年に１度アンケート調査を行っていることから、センターでは平成２５年
度から、１年目に具体的な課題に特化し、学識経験者等からの教示を受けながら調査分析を行い、翌２年目
に報告書等成果物を作成する方法にシフトしたことにより、事業へのフィードバックにはより効果的となってい
る。
　平成２８年度に印刷した「女性相談の考察」については、全国女性関係機関や本市の女性相談の担当カウ
ンセラー等に配布し、本市の現状や課題を踏まえて今後の事業への連携や協力を依頼し、事業にフィード
バックできた。調査研究の内容は固定化されておらず、経年的に同一の指標を設定することは困難ではある
が、条例で定めているように重要な事業であるため、今後もより効果的な実施方法を検討しながら進める必
要がある。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点
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点
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点

点
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点
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点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 00169 事業名 男女共同参画センター調査研究事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

14

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ｂ．市が関与すべき事業であるが、その範囲や担い手には民間委託など検討の余地がある。（3点） 3

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ｂ．施策や政策課題の推進にとって、効果のある事業である。（3点） 3

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　b．市民ニーズは変わらずある。（3点） 3

（２）
有効性
（20点）

14

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　b．事業の目的と受益者は概ね一致している。（3点） 3

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ｂ．目標をやや下回るが、具体的な成果を上げている。（3点） 3

（３）
効率性
（20点）

14

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ｂ．迅速なサービス提供のための取組について検討している。（3点） 3

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ｂ．他の事業・取組との連携を検討をしている。（3点） 3

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ｂ．事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる。（3点） 3

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 80

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 00169

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

同調査研究事業は男女共同参画センター条例で定められている6つの事業のうちの一つであり、平成25年
度から実施方法を見直し、１サイクルを２年にして実施している。１年目は具体的な課題に特化し、学識経験
者等からの教示を受けながら調査分析を行い、翌２年目に報告書等成果物を作成する方法にシフトしたこと
により、事業へのフィードバックはより効果的になっている。調査研究の内容は固定されておらず、常に利用
者の声やセンター運営の課題を意識し、その時点で必要な調査研究を行っているため、センターの運営に
とって必要な事業だと考えている。
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（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00170

事務事業評価調書
事務事業名 女性のための相談事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和６２年 改正
内容

吹田市立男女共同参画センター条例
直 近 の 改 正 平成１４年

根拠法令等 男女共同参画基本法、吹田市男女共同参画推進条例、吹田市立男女共同参画センター条例、男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 50

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市内在住在勤在学の女性

　目標
（どういう状態にしたいのか）

悩みを抱える女性が自ら悩みを解決する力を身につける。

　結果
（どのような効果が得られるのか）

男女が共に対等な社会の構成員として、主体的に生き生きと活動し安心して暮らすことができる男女共同参画
の推進に寄与する。

事業概要

【電話相談】毎週水曜日、１０：００～１７：００
　６月から毎週月・金曜日１０：００～１６：００も実施（専用回線１回線。公募型プロポーザルにより選定した業者に委託。女性カウンセラー）
【悩みの相談】毎月第１・４火曜日、第２・３土曜日（祝日の場合は日程変更）１０：００～１４：４５（面接相談、予約制１日４枠、女性カウンセ
ラー）
【法律相談】第２土曜日（祝日の場合は日程変更）　１３：３０～１７：００（面接相談、予約制、１日７枠、女性弁護士）

H28事業別
予算コード

会計 01 款 02 項 01 目 24 大事業 05 中事業 03 小事業 01

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 2,283 2,274 2,380 2,412 2,519

　  人件費
職員数 人 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

総額 （B) 千円 1,671 1,608 1,634 1,580 1,611

総事業費（Ａ＋Ｂ） 3,954 3,882 4,014 3,992 4,130

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 3,954 3,882 4,014 3,992 4,130

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 3,954 3,882 4,014

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

3,992 4,130

財源計（Ｃ＋Ｄ） 3,954 3,882 4,014 3,992 4,130

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

大阪弁護士会

ＮＰО法人　心のサポートステーション

主な委託内容 法律相談と電話相談を委託

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り

２　評価の指標等

事業番号 00170

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

「悩みの相談」実施件数
（キャンセル２７年度４４件、２８年度３８件） 目標値 （単位：件） 188.00 192.00 192.00

実績値 （単位：件） 130.00 121.00

達成度(%) 69.1 63.0

目標値
の積算
方法

実施枠数

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 29.86 33.44

一般財源（単位：千円） 29.86 33.44

②

指標
内容

「法律相談」実施件数
目標値 （単位：件） 84.00 84.00

目標値
の積算
方法

84.00

実績値 （単位：件） 71.00 56.00

達成度(%) 84.5 66.7

実施枠数

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 54.68 72.25

一般財源（単位：千円） 54.68 72.25

「悩みの相談」利用者の満足度が８０％を超
える割合
（平成２６年度より実施）

目標値 （単位：％）

②

指標
内容

「法律相談」利用者の満足度が８０％を超え
る割合（平成２７年度は実施なし） 目標値

100.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 71.87 81.60

達成度(%) 71.9 81.6

目標値
の積算
方法

利用者アンケート結果

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 54.01 49.58

一般財源（単位：千円） 54.01 49.58

（単位：％） 0.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 0.00 60.50

達成度(%) 0.0 60.5

目標値
の積算
方法

利用者アンケート結果

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 66.88

一般財源（単位：千円） 0.00 66.88

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

「電話相談」

目標

相談者自らが問題を解決する力を身につける

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

相談された事案の解決

達成
状況

解決件数は把握できないが、受付窓口で相談員
に対するお礼の伝言を聞くこともあり、成果は達
成されていると考えている。

    終期の設定

評価の説明

　女性が抱えるさまざまな生き辛さに気づき、女性が自らエンパワーメントを目指すために、初期対応や他の
機関との連携などは研修を受講したセンターの職員が行い、より専門的な電話や面談でのカウンセリング等
については専門家に依頼し、当相談事業に係る職員と専門家全員でケース検討ならびに連携会議を行うこ
とで、事業全体を効率よく行う工夫ができている。
　平成２８年度は、より利用しやすい相談とするため、電話相談を週１回から週３回に拡充し、公募型プロ
ポーザルにより選定した高度な相談スキルを持つ事業者に業務を委託した結果、件数は前年度の約３倍と
なった。また悩み相談についても土曜日のみの実施から平日の相談日も設けるなど、多様な市民ニーズに
応えられるよう相談の充実を図った。相談事業利用者の満足度向上のために、アンケートを実施した結果、
ほとんどの利用者が相談そのものに高い満足度を示していることから、有効性の高い事業だと認識してい
る。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 00170 事業名 女性のための相談事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

18

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ｂ．市が関与すべき事業であるが、その範囲や担い手には民間委託など検討の余地がある。（3点） 3

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

20

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

18

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ｂ．特定の者を対象としているが、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（3点） 3

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 92

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 00170

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

女性が抱える様々な生き辛さに気づき、自らエンパワメントを目指すために、電話や面談でのカウンセリング
等の相談事業を行っている。男女ともに固定的な性別役割分担意識にとらわれることで何かと不利な立場に
置かれやすい女性のための悩み相談は、男女共同参画を推進する上で今後も必要な事業であると考える。
市民ニーズを図るため相談者にアンケートをとるなど、成果の把握に努めており、悩み相談では、相談に満
足されている市民が81％と高い水準となっている。継続的に同じカウンセラーに相談できることが、相談者に
喜ばれている。

平成27年調査研究事業の中で行った近隣自治体相談事業調査では、吹田市は、女性問題・男女共同参画への取り組みの先進都市で、「女性
の生き方相談」も昭和63年から開始している。

0

5

10

15

20
妥当性 

有効性 

効率性 公平性 

持続可能性 



（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00171

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画センター情報収集・提供事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和６２年度 改正
内容

男女共同参画センター条例
直 近 の 改 正 平成１４年度

根拠法令等 男女共同参画基本法、男女共同参画推進条例、男女共同参画センター条例、男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 60

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民及び事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

情報を収集し提供することにより、男女共同参画の推進を図る。

　結果
（どのような効果が得られるのか）

男女共同参画に対する理解を深め、市民及び事業者の自主的な活動の支援につなげる。

事業概要

情報ライブラリーにおいて、男女共同参画に関するさまざまなジャンルの図書や資料、ＤＶＤなどの情報を収集し、来館者に提供するほか、利
用にあたっての相談やレファレンス業務にも対応している。また、インターネットによる蔵書検索や市立図書館との横断検索を実施している。
保育付きの読書会やＤＶＤの上映を行うことで、子育て中の市民の利用促進を図っている。情報ライブラリーの円滑な運営及び男女共同参画
の推進を目指す人材を育成するため、男女共同参画推進員活動を推進している。

H28事業別
予算コード

会計 01 款 02 項 01 目 24 大事業 05 中事業 04 小事業 01

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 5,415 4,749 4,788 3,593 4,527

　  人件費
職員数 人 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30

総額 （B) 千円 2,506 2,412 2,451 2,370 2,416

総事業費（Ａ＋Ｂ） 7,921 7,161 7,239 5,963 6,943

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 7,921 7,161 7,239 5,963 6,943

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 7,921 7,161 7,239

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

5,963 6,943

財源計（Ｃ＋Ｄ） 7,921 7,161 7,239 5,963 6,943

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

富士通マーケティング

主な委託内容 図書管理システム保守料

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00171

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

貸出登録者数
目標値 （単位：人） 3,450.00 3,634.00 3,798.00

実績値 （単位：人） 3,797.00 3,949.00

達成度(%) 110.1 108.7

目標値
の積算
方法

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 1.89 1.53

一般財源（単位：千円） 1.89 1.53

②

指標
内容

男女共同参画推進員活動回数
目標値 （単位：回） 1,866.00 1,667.00

目標値
の積算
方法

1,311.00

実績値 （単位：回） 1,468.00 598.00

達成度(%) 78.7 35.9

過去実績値の平均（平成２６年度からの事
業） 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 4.88 10.11

一般財源（単位：千円） 4.88 10.11

貸出冊数
目標値 （単位：冊）

②

指標
内容

保育付き読書及びＤＶＤ上映会の参加者数
目標値

4,696.00 4,984.00 4,859.00

実績値 （単位：冊） 5,424.00 4,611.00

達成度(%) 115.5 92.5

目標値
の積算
方法

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 1.32 1.31

一般財源（単位：千円） 1.32 1.31

（単位：人） 143.00 177.00 204.00

実績値 （単位：人） 229.00 161.00

達成度(%) 160.1 91.0

目標値
の積算
方法

実績値過去３年の平均

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 31.27 37.54

一般財源（単位：千円） 31.27 37.54

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

図書等の貸出・レファレンス

目標

男女共同参画社会の実現

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

レファレンス等により目的を達したり、学習が進むこと

達成
状況

レファレンス等により目的を達したり、学習が進ん
だ人の増加

    終期の設定

評価の説明

男女共同参画推進員（情報ライブラリースタッフ）とともに、新聞クリッピング、新刊図書紹介のＰＯＰ作成、
テーマ展示、Ｄｕｏ　Ｌｉｂｒａｒｙの作成等により、利用促進及び効果的な情報発信に努めている。また、保育付き
読書及びＤＶＤ上映会を開催することにより、女性の育児ストレスの解消やリフレッシュにつながっている。情
報ライブラリーの円滑な運営及び男女共同参画の推進を目指す人材を育成するため、男女共同参画推進員
活動を推進している。（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 00171 事業名 男女共同参画センター情報収集・提供事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

16

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ｂ．市が関与すべき事業であるが、その範囲や担い手には民間委託など検討の余地がある。（3点） 3

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ｂ．施策や政策課題の推進にとって、効果のある事業である。（3点） 3

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ａ．活動指標や有効指標には、他市との比較も可能な、それぞれ別の定量的な指標設定をしている。（5点） 5

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　b．事業の目的と受益者は概ね一致している。（3点） 3

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

18

①単位当たりコストは適正ですか。

　ｂ．単位当たりコストは概ね適正であるが、改善の余地がある。（3点） 3

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 90

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 00171

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

男女共同参画推進員（情報ライブラリースタッフ）との協働で、新聞クリッピング、新刊図書紹介のPOP作成、
テーマ展示、Duo Libraryの作成等を進め、利用者の利便と周知を図っている。また、これにより団体やサー
クル等の貸室利用者も気軽に立ち寄ることができている。情報ライブラリーは、講座受講後の学習や参画ス
タッフによる講座企画、広報活動等に欠かせないものであるため、今後ともさらに有効な活用方法を検討して
いく必要があると考える。また、情報ライブラリーの円滑な運営及び男女共同参画の推進を目指す人材を育
成するため、男女共同参画推進員活動を推進している。
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（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 01361

事務事業評価調書
事務事業名 ＤＶ防止対策事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和６２年 改正
内容

吹田市立男女共同参画センター条例
直 近 の 改 正 平成１４年

根拠法令等 男女共同参画基本法、吹田男女共同参画推進条例、吹田市立男女共同参画センター条例、男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 50

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民及び事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

女性に対する暴力とＤＶの根絶

　結果
（どのような効果が得られるのか）

ＤＶ被害者の自立支援を促進するとともに加害者を作らせない社会を実現する。

事業概要
ＤＶ被害を受けている女性のためのカウンセリングによる相談を実施しているほか、予防のための啓発事業やＷリボンバッジの販売を促進し
ている。また、ＮＰＯ法人と連携しデートＤＶ予防啓発事業に取り組んでいる。

H28事業別
予算コード

会計 款 項 目 大事業 中事業 小事業

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 3,145 2,516 3,861 3,714 3,689

　  人件費
職員数 人 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70

総額 （B) 千円 5,847 5,628 5,720 5,530 5,637

総事業費（Ａ＋Ｂ） 8,992 8,144 9,581 9,244 9,326

特定財源（Ｃ） 2,018 1,364 2,018 1,879 1,912

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

1,912

市負担（Ｄ） 6,974 6,780 7,563 7,365 7,414

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 6,974 6,780 7,563

1,879その他 2,018 1,364 2,018

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

7,365 7,414

財源計（Ｃ＋Ｄ） 8,992 8,144 9,581 9,244 9,326

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

ＮＰＯ法人　湘南ＤＶサポートセンター

吹田傾聴「ほほえみ」

主な委託内容 ＤＶ被害者自立支援や若年層に対する啓発等

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 01361

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

ＤＶ相談実施枠数
目標値 （単位：回） 105.00 132.00 138.00

実績値 （単位：回） 61.00 94.00

達成度(%) 58.1 71.2

目標値
の積算
方法

相談来所人数

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 41.25 39.51

一般財源（単位：千円） 18.89 19.52

②

指標
内容

中学校、高等学校、大学などでデートＤＶ予
防啓発授業を受講した人数 目標値 （単位：人） 1,903.00 3,098.00

目標値
の積算
方法

3,109.00

実績値 （単位：人） 3,098.00 3,109.00

達成度(%) 162.8 100.4

昨年度実績

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.81 1.19

一般財源（単位：千円） 0.37 0.59

「女性のためのＤＶ相談」利用者の満足度が
８０％を超える割合（平成２８年度に実施） 目標値 （単位：％）

②

指標
内容

目標値

0.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 0.00 94.40

達成度(%) 0.0 94.4

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 39.34

一般財源（単位：千円） 0.00 19.44

（単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

ダブルリボンを旗印に、ＤＶや児童虐待防止講座やイベントを１０月～１１月に集
中的に開催し、意識啓発を行う。

目標

ＤＶや児童虐待防止のための深い理解と関心が
広がり「暴力のない安心安全のまち、すいた」の実
現を目指す。

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

各講座やイベントの参加者及びダブルリボンプロジェクト基金への寄付などによ
りダブルリボンの趣旨への理解が深まり、暴力根絶へと意識啓発される。

達成
状況

ＤＶや児童虐待など暴力のない安心安全の状態
で暮らす市民

    終期の設定

評価の説明

　総合的なＤＶ防止対策事業として平成２３年度より「予防」「相談」「発見」「フォロー」の４つについて、行って
いる。特に、専門家によるカウンセリングであるＤＶ相談と「ＤＶ相談室」、センター主催の被害者自立支援講
座との連携により、中長期的に切れ目なく支援が必要な被害者にとって有効な事業となっている。平成２８年
度は市民ニーズに応え、ＤＶ相談の回数、保育の拡充を行った他、主催講座との連携により要支援者の早期
発見に努めた。。またＷリボンを旗印に進めている「Ｗリボンプロジェクト」については、吹田市民全員にＤＶ
防止についての深い理解と関心が広がるように、啓発グッズ等を工夫して広く広報に努めた。
　なお、若年層（中学・高校・大学）におけるデートＤＶの予防啓発出前授業等はニーズも高く、依頼も多い
が、従来の専門のＮＰＯ法人と育成したユースリーダーによる出前授業だけではなく、研修や経験を重ねた
当センター職員が出前授業を行ったり、各学校で予算措置をして行うなど、受講者数は増えているが事業費
は拡大しない持続可能性が高い事業となっている。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要
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事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 01361 事業名 DV防止対策事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

18

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ｂ．市が関与すべき事業であるが、その範囲や担い手には民間委託など検討の余地がある。（3点） 3

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

20

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 94

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 01361

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

平成28年4月から「女性のためのＤＶ相談」を月3回から月4回に、保育付きの相談日を月1回から月2回に拡
充し、心理的ケアが必要なＤＶ被害者のために相談の充実を図った。また11月を運動月間に、Ｗリボンプロ
ジェクトinすいた2016として、各種講座の開催やミニ相談会などを実施した。また、Ｗリボンのライセンスフ
リー化をスタートさせ、より広くＷリボンの趣旨を普及させるよう努めた。
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（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 01404

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画センター啓発事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室男女共同参画センター 室課長名 畑澤　由佳

１　事務事業の概要

事業開始年度 平成２７年度 改正
内容直 近 の 改 正

根拠法令等 男女共同参画基本法、男女共同参画推進条例、男女共同参画センター条例、男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 01 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 03 細節 20

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民および事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

男女共同参画推進に対する意識啓発と当センター事業の周知を広く行う。

　結果
（どのような効果が得られるのか）

男女共同参画社会の推進

事業概要
当センターの機関誌である「ソフィア」を男女共同参画推進員（広報スタッフ）とセンター職員が協働して作成・発行している。発行は年３回で、
市内公共施設や近隣女性関連施設、市内事業所、金融機関、駅、理美容店などに配布している。

H28事業別
予算コード

会計 01 款 02 項 01 目 24 大事業 05 中事業 02 小事業 05

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 1,337 1,409 1,337 1,426 1,377

　  人件費
職員数 人 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30

総額 （B) 千円 2,506 2,412 2,451 2,370 2,416

総事業費（Ａ＋Ｂ） 3,843 3,821 3,788 3,796 3,793

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 3,843 3,821 3,788 3,796 3,793

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 3,843 3,821 3,788

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

3,796 3,793

財源計（Ｃ＋Ｄ） 3,843 3,821 3,788 3,796 3,793

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 01404

指　標　項　目 項目
平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

②

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00

目標値
の積算
方法

0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

目標値 （単位：）

②

指標
内容

目標値

0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

男女共同参画の視点により構成された啓発誌を企画・編集する。年に３回発行
し、市内各所に配布する。

目標

紙面を読み易く工夫し、また市内各所に配布する
ことで市民の目に触れやすくすることで、意識啓
発に繋げる。

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

センターが周知されることと、市民が男女共同参画を身近なものと捉え理解が深
まること。

達成
状況

センター周知の一助となり、また男女共同参画社
会の推進にも寄与したと考える。

    終期の設定

評価の説明

　センターの機関誌であるソフィアは市民に男女共同参画推進意識の啓発を促し、またセンター事業を周知
することを目的として発行しており、現在では市内公共施設や全国の女性関連施設を含めると１０００以上の
企業・団体・個人に配布を行い、また施設等には配架を依頼している状況である。
　企画・編集においては、市民スタッフである男女共同参画推進員（広報スタッフ）と協働することで、市民目
線で男女共同参画推進の視点に立つことができ、より一層の啓発につながると考える。また広報スタッフ自
身もソフィア発行に携わることで、男女共同参画推進への理解を深めることができている。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要
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事務事業分析シート
所属名 男女共同参画センター

事務事業番号 01404 事業名 男女共同参画センター啓発事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

20

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

16

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　b．事業の目的と受益者は概ね一致している。（3点） 3

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

20

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

14

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ｂ．事業費は増大するが、市負担は増大しない見込みである。（3点） 3

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ｃ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は高い。もしくは比較・分析までできていない。（1点） 1

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ａ．現在の事業のあり方で、期待する事業効果を十分得ることができる。（5点） 5

評価点合計
（100点満点） 90

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画センター 事務事業番号 01404

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

　男女共同参画センターの機関紙である「ソフィア」を発行し市内各所に配布することで、センターの存在を知
らない市民に対してもセンターの存在を周知することができ、利用者を増やすことや男女共同参画に関して
興味関心を持つ機会を増やすことにつながっていると考えられる。
　今後は紙面を工夫するなどして、より多くの方の手に取られる内容となるよう目指していきたい。
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